
地域農業と農村の発展へ
　　　　　　 重要性増す委員会の役割　中岫エコロジーネットワーク(代表田嶋政榮氏)では、昨年度から始まった農地・水・環境保全向上対策事業の一環と

して、地区内水田(受益面積60ha)農道への敷き砂利を行った。(詳しくは6ページ)　　　「H20.7.29撮影」

　
　　　　　  　2008年10月1日発行
発行　七戸町農業委員会
編集　編集委員会
所在　七戸町字森ノ上131番地4
電話　68-2967(直通)「内線260・261」
FAX   68-2486
E-mail nougyou01@town.shichinohe.aomori.jp
発行部数　6,000部

(通巻第12号)

 　
七
戸
町
農
業
委
員
会

　
　
　
会
長
　
佐
藤
午
之
助

　
農
家
の
皆
様
方
に
は

、
日
頃

農
業
委
員
会
業
務
に
格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す

。

　
こ
の
た
び
農
業
委
員
の
任
期

満
了
に
伴
う
一
般
選
挙
に
よ

り

、
選
挙
委
員
　
名
と
選
任
委

員
　
名
の
合
計
　
名
に
よ
り
委

員
会
が
発
足
し

、
図
ら
ず
も
会

長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た

。
誠
に

微
力
な
が
ら

、
農
業
者
の
利
益

代
表
と
し
て

、
最
善
を
尽
く
す

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す

。

　
ご
承
知
の
よ
う
に
農
業
・
農

村
を
取
り
巻
く
環
境
は

、
こ
れ

ま
で
に
な
く
非
常
に
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す

。
農
業
就
業
者

の
高
齢
化
や
新
規
就
農
者
の
激

減

、
担
い
手
不
足
に
よ
る
農
地

の
荒
廃
な
ど
深
刻
な
問
題
を
抱

え
て
お
り
ま
す

。
こ
う
し
た
時

代
の
変
化
に
対
応
す
べ
く

、
農

業
委
員
は

、
地
域
の
代
表
者
と

し
て

、
誇
り
と
使
命
感
を
も

っ

て

、
良
き
農
業
者
の
相
談
相
手

と
な

っ
て

、
地
域
農
業
の
再
生

に
努
め
て
参
り
た
い
と
思

っ
て

お
り
ま
す

。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら

、
地

域
に
密
着
し
た
活
動
を
通
じ
て

信
頼
さ
れ
る
委
員
会
作
り
に
取

り
組
ん
で
参
り
た
い
と
も
考
え

て
お
り
ま
す
の
で

、
今
後
と
も

一
層
の
ご
支
援
と
ご
理
解
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ

、
就
任
に
当

っ
て
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す

。

 
 会

長
就
任
の
ご
挨
拶
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1
認
定
農
業
者
等
へ
の
農
地
の
利

　
用
集
積

、
経
営
改
善
支
援

農
業
委
員
会
で
は

　
こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す

2
集
落
等
の
声
を
集
め
て
行
政
に

　
建
議

、
諮
問
等
に
答
申

4
地
域
農
業
と
優
良
農
地
の
保
全

　
確
保

、
農
地
情
報
等
の
一
元
管

　
理

3
農
業
委
員
は
地
域
の

「
世
話

　
役

」
、
農
家
の
相
談
相
手

　
七
戸
町
の
農
業
の
担
い
手
と
し

て
、
町
に
認
定
さ
れ
た
人
が
認
定

農
業
者
で
す
。
新
規
就
農
者
の
育

成
、
及
び
経
営
支
援
、
農
用
地
の

利
用
調
整
、
あ
っ
せ
ん
も
行
い
ま

す
。

　
町
、
町
議
会
等
へ
農
業
の
直
面

し
て
い
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
諸

施
策
の
実
施
及
び
充
実
、
強
化
を

図
る
た
め
建
議
書
や
要
望
書
の
提

出
、
上
部
機
関
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
に
答
え
た
り
し
ま
す
。

　
後
継
者
に
農
地
を
贈
与
し
た
い

。
資
金
を
借
り
た
い
な
ど
、
農
業

全
般
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

　
農
地
法
に
基
づ
き
、
農
地
を
農

地
以
外
に
転
用
す
る
と
き
、
許
認

可
、
農
地
等
の
賃
貸
借
、
契
約
、

登
記
後
の
農
家
台
帳
の
整
理
も
仕

事
の
一
部
で
す
。

5
農
業
者
年
金
の
加
入
と
受
給
手

　
続
き
を
お
手
伝
い

。

　
農
業
従
事
者
は
誰
で
も
加
入
で

き
ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

一
　
農
業
委
員
は
、
公
職
選
挙
法

　
を
準
用
し
た
選
挙
に
よ
っ
て
選

　
ば
れ
る
農
業
者
の
代
表
で
す
。

一
　
地
域
の
農
業
者
の
代
表
と
し

　
て
の
自
負
と
責
任
感
に
基
づ
い

　
て
、
地
域
農
業
の
将
来
展
望
を

　
切
り
開
く
活
動
を
行
っ
て
い
ま

　
す
。

一
　
農
業
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き

　
な
い
農
地
情
報
等
の
収
集
、
把

　
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
そ
れ

　
ら
の
情
報
を
効
果
的
に
管
理
し

　
て
、
優
良
農
地
の
保
全
確
保
と

　
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
集
積
、

　
農
地
の
有
効
利
用
を
図
っ
て
い

　
き
ま
す
。

一
　
農
業
、
農
村
が
多
様
化
す
る

　
中
で
、
農
業
者
の
公
的
な
代
表

　
と
し
て
、
農
業
者
の
意
見
要
望

　
や
悩
み
を
く
み
取
り
、
こ
れ
に

　
き
め
細
か
に
対
応
し
て
い
く

　
「
地
域
の
世
話
役

｣

活
動
を
行

　
っ
て
行
き
ま
す
。

農
業
委
員
の
役
割

会　長
　佐　藤　午之助
　　選挙委員
　　川去地区

会長職務代理
 天　間　六　朗
　　選挙委員
　 天間舘地区

委員会だより
　　編集委員長
　天　間　正　大
選挙委員道ノ上地区

遊休農地対策委員長

　小　栗　作之丞
　　選挙委員
　道地川目地区

遊休農地対策
　　　副委員長
　松　山　　茂
選挙委員白石地区

委員会だより
　副編集委員長
　高　田　武　志
選挙委員上川目地区

　農地情報の収
集を通じて、担
い手への農地の
利用集積を図る
とともに、農業
者の意見、要
望、悩みにきめ
細かな対応な
ど、地域の世話
役活動を大切に
したいと思いま
す。

　信頼される委
員会であること
は当然のことで
す。
　意識改革等課
題があるように
思います。
　頑張ります。

　読みやすい紙
面づくりを心が
け、農業情報を
提供し、遊休農
地の解消や無断
転用の防止、新
規就農者や後継
者育成の手助け
をして行きたい
と思います。

　地域農業者の
代表として、優
良農地の確保、
担い手への農地
有効利用を図
り、また、地域
の世話役として
頑張りたいと思
います。

　昨期まで職務
代理と委員会だ
より委員として
活動してきまし
た。今期からは
農業・農村が抱
える諸問題は勿
論、遊休農地対
策に全力で取り
組みます。

　健全、且つ優
良農地は治水、
CO2の抑制等、多
大に寄与してい
る。又、代替エ
ネルギー、家畜
飼料等の生産も
期待されてい
る。遊休農地対
策に全力を傾注
し、優良農地の
保全に努めま
す。

七戸町農業委員会委員紹介
よろしくお願いいたします。　　　　　　　　　　　　任期平成20年7月20日から平成23年7月19
日
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委　員
　浦　田　　守
　　選挙委員
　　蒼前地区

委　員
　鳥谷部　長　作
　　選挙委員
　　天間舘地区

委　員
　天　間　敏　行
　　選挙委員
　　天間舘地区

委　員
　山　田　　正
選任委員(南部農済
推薦)　野々上地区

委　員
　和　田　明　彦
選任委員(八甲田農
協推薦)作田川目地区

委　員
　瀬　川　秀　義
　　選挙委員
　　上川目地区

委　員
　竹　内　勝　憲
　　選挙委員
　　野々上地区

委　員
　附　田　　勇
選任委員(議会推薦)

　　榎林地区

委　員
　大　池　　勉
選任委員(議会推薦)

　　大池地区

委　員
　鳥谷部　隆　男
　　選挙委員
　　中野地区

委　員
　金　見　　肇
　　選挙委員
　　野々上地区

委　員
　簗　田　　喬
選任委員(とうほく天
間農協推薦)坪地区

委　員
　町　屋　清　志
　　選挙委員
　　哘地区

委　員
　中　澤　鐡　生
選任委員(荒屋平土改
区推薦)野々上地区

　長年農協運営
に携わってきた
経験を生かし、
農家（農業者）
の皆さんと共に
農政活動を進め
て参りたいと思
います。

　農業離れと農地
の荒廃が進行す
る中、農地パト
ロールなどを通じ
て、農地の大切さ
を訴え、耕作放棄
地の解消と農地
の効率的活用を
積極的に推進し
たいと思います。

　収穫の喜び
と、若者が就農
したくなる魅力
のある農業を目
指して、頑張り
たいと思いま
す。

　農業としての一番
大事な財産は、家
族と農地です。輸
入食料に頼らず安
全・安心な食料作
りを推進し、遊休
農地の解消に向
け、良き農家の相
談相手となりたい
と思います。

　後継者育成
と、農地の無断
転用防止に努め
たいと思いま
す。

　厳しい農業の
現況を認識し、
諸問題に対し、
地域の皆さんと
共に、取り組ん
で参りたいと思
います。

　遊休農地の解
消と自給率向上
に努めて参りま
す。
　農家の皆さん、
農政等に対する
ご意見、ご要望
をお聞かせくだ
さい。

農政を通じ、農
業者の活性化を
図る努力をしま
す。

　地区農家のた
め一生懸命頑張
りますので、な
んでも相談して
ください。

　優良農地の有効
利用など、地域農
業の活性化を推
進し、地区農家の
ために頑張りたい
と思います。

　大地からの恵
みのありがたさ
に感謝し、次世代
の耕作者と共に、
日本の農業の維
持、存続しなけれ
ばならないと考
えています。

　儲ける農業経
営を応援します。

地域農業発展の
ためがんばりま
す。

　農業委員として、
積極的に位置づけ
る業務として、
「認定農業者等の
担い手への農地利
用調整：あっせ
ん」「農地の監視
および耕作放棄地
等の解消」地区担
当制の強化を重点
に頑張ります。

　南部地域農業
共済組合から推
薦され、4月から
引き続き農業委
員を務めさせてい
ただくことになり
ました。
活力ある農村・農
業、生きがいのあ
る農家づくりのた
めに頑張ります。

委　員
　上　野　貞次郎
　　選挙委員
　　坪地区
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地区 電話番号

68-3794
68-4355
68-4183

68-4189
68-3957
68-2080

68-2824
68-3780
62-5584

68-3330
68-3565
62-4542

62-2480
62-2445
62-2229

62-9280
62-6475
62-9259

62-4318
62-9362
62-5476

担当地区(行政区) 地区委員

 上原子1 ・ 上原子2 ・ 白石 ・ 栗ノ木沢 ・ 白金 ・ 原子
・  柳平 ・ 尾山頭 ・ 向原子 ・ 坪1 ・ 坪2 ・ 坪3 ・ 後
平 ・ 馬込 ・ 金木 ・ 金沢 ・ 天間蒼前1・天間蒼前2 ・ 曙
・ 黄金

上　野　貞次郎
松　山　　茂
簗　田　　喬

 市ノ渡 ・ 哘1 ・ 哘2 ・ 夏間木1 ・ 夏間木2  ・ 大沢 ・
十枝内1 ・ 十枝内2 ・ 底田 ・ 古和備 ・ 鳥谷部 ・ 栄 ・
 手代森 ・ 向中野 ・ 諏訪 ・ 中野 ・  長下 ・ 道ノ上 ・
小又 ・ 森ノ上 ・ 森中 ・ 松ヶ沢 ・ 旭 ・

町　屋　清　志
鳥谷部　隆　男
天　間　正　大

 原久保 ・中野団地 ・ ききょう団地 ・桜木 ・ 千鳥 ・十字
路 ・ 中島 ・ 天間1 ・ 天間2 ・ 天間3 ・ 天間4 ・寺沢 ・
一本木 ・石沢 ・舟場向 ・ 狐久保 ・上野崎 ・ 下野崎

天　間　敏　行
天　間　六　朗
高　田　武　志

天
間
林
地
区

七
戸
地
区

 荒中見 ・ 七戸蒼前 ・ 大荒 ・ 野沼寺 ・ 川去
金　見　　肇
竹　内　勝　憲
中　澤　鐡　生

 作田川目・舘野・道地川目・倉岡川目・上川目
小　栗　作之丞
瀬　川　秀　義
山　田　　正

 花松 ・ 中岫 ・ 長沢 ・ 附田 ・榎林1 ・ 榎林2 ・ 榎林3
・ 昭和 ・ 二ッ森 ・ 貝塚 ・ 李沢 ・ 甲田

鳥谷部　長　作
附　田　　　勇
佐　藤　午之助

 城内 ・ 下川向 ・ 上川向 ・ 上町 ・ 横町 ・ 下町 ・ 向
町 ・ 新川原町 ・ 新町 ・ 小川町 ・ 川原町 ・ 東大町 ・
柏葉町 ・ 袋町 ・ 南圃

浦　田　　守
和　田　明　彦
大　池　　勉

 - しちのへ　農業委員会だより 「第7号(通巻第12号)」 -　　2008年10月

　

　農業者の代表である農業委員は、担当地区において、地域農業者の要望をくみ取り、これにきめ細かく応えていく
とともに、「地域の世話役」としての活動に積極的に取り組んでいきます。
　その主な内容は、
    ①農業者に対する相談・指導等、日常相談活動
    ②農地法等法令業務、相続・贈与税等納税猶予制度、現地確認活動及び指導
    ③遊休・耕作放棄地、無断転用等の点検活動及び指導(農地パトロール等の実施)などです。
　農業委員の担当地区における指導相談等の取り組みについては、「農業委員活動記録カード」に記載して、委員会活
動に反映していきます。
　農業、農地等に関しては、地元の農業委員に、お気軽にご相談ください。

農業委員担当地区制を実施

　
4
月
の
人
事
異
動

で
、
七
戸
保
健
セ
ン

タ
ー
よ
り
農
業
委
員
会

事
務
局
へ
配
置
換
え
と

な
り
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
の
業
務

は
初
め
て
で
も
あ
り
、

許
認
可
等
、
法
令
に
関

す
る
業
務
が
主
な
も
の

で
、
慎
重
か
つ
正
確
を

期
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
皆
様
の
ご
指
導
を
得

な
が
ら
、
精
一
杯
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

町屋均事務局次長
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お
知
ら
せ

　こ
の
農
業
委
員
会
だ

よ
り
は
、
七
戸
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
各

委
員
会
か
ら
の
お
知

ら
せ
の
頁
の
農
業
委

員
会
事
務
局
の
頁
に

掲
載
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
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2008年10月

第14回「農業委員会だより」全国コンクール
七戸町農業委員会全国農業新聞特別賞受賞

　
今
回
で
　
回
目
と
な

っ
た

「
農
業
委
員
会
だ
よ
り

」
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
は

、
都
道
府

県
農
業
会
議
の
選
考
を
経
て

都
道
府
県
　
農
業
委
員
会
の

推
薦
応
募
に
よ
り
実
施
さ
れ

た
も
の
で
あ
り

、
優
秀
賞
1

点

、
優
秀
賞
2
点

、
全
国
農

業
新
聞
特
別
賞
7
点

、
全
国

農
業
新
聞
賞
　
点
が
表
彰
を

さ
れ
た

。
当
七
戸
町
農
業
委

員
会
は
上
位
入
賞

(

最
優
秀

賞
・
優
秀
賞
・
全
国
農
業
新

聞
特
別
賞

)

と
さ
れ
る
　
点

の
う
ち
の
全
国
農
業
新
聞
特

別
賞
を
受
賞
し
た
も

の
で

、
町
村
合
併
前

の
七
戸
町
・
天
間
林

村

、
合
併
後
の
新
七

戸
町
を
通
じ
て

、
初

の
快
挙
と
な
る
受
賞

と
な

っ
た

。

 
ち
な
み
に
青
森
県

内
で
の
上
位
入
賞
は

、
平
成
　
年
度
の
第

6
回
コ
ン
ク
ー
ル
で

の
弘
前
市
・
第
9
回

の
八
戸
市
・
第
　
回

の
五
所
川
原
市
に
続

い
て
4
番
目
の
受
賞

で
あ
り

、
市
を
除
く

町
村
で
は
初
め
て
の

受
賞
で
も
あ
る

。
審

査
対
象
と
な

っ
た
農

業
委
員
会
だ
よ
り
は

、
平
成
 

年
1
月
か

ら
　
月
ま
で
の
1
年

間
に
発
行
さ
れ
た
も

の
で

、

①
発
行
体
制

(

年
間

発
行
回
数

、
農
家
へ

の
配
布
率

、
配
布
方

法

②
編
集
内
容

(

内
容

、
編
集

体
制
等

)

構
成
が
情
報
伝
達

に
限
定
さ
れ
ず

、
委
員
会
の

活
動
を
知
ら
せ

、
農
業
委
員

会
の
主
張
が
こ
め
ら
れ
て
い

る
か

、
独
自
の
企
画
や
内
容

が
あ
る
か

)

③
記
事
の
書
き
方

(

読
み
や

す
く
わ
か
り
や
す
い
か

、
掘

り
下
げ
た
内
容
と
な

っ
て
い

る
か

)

④
誌
面
内
容

(

分
か
り
や
す

い
見
出
し
や
レ
イ
ア
ウ
ト
の

工
夫
が
さ
れ
て
い
る
か

、
写

真
や
カ
ッ
ト
が
効
果
的
に
使

わ
れ
い
る
か

)

な
ど
が

審
査
さ
れ
ま
し
た

。

 
講
評
と
し
て

、
全
体

的
に
は
親
し
み
が
あ
り

、
読
み
や
す
く

、
農
家

に
読
ん
で
も
ら
え
る
紙

面
づ
く
り
の
工
夫
が
見

ら
れ
る
が

、
年
間
発
行

回
数
は
　
委
員
会
中
1

回
が
　
委
員
会

、
2
回

が
　
委
員
会

、
3
回
が

6
委
員
会

、
4
回
が
2

委
員
会
で

、
平
均
 

回

で

、
審
査
結
果
上
位

位
で
見
て
も
平
均
 

回

、
1
回
当
た
り
平
均
頁

数
8
頁
で

、
発
行
回
数

は
前
回
比
べ
て
減
少
し

て
い
る

。
市
町
村
合
併

、
地
域
格
差
拡
大
な
ど

自
治
体
財
政
の
逼
迫
化

等
に
よ
る
予
算
削
減
等

々
あ
る
と
思
わ
れ
る
が

、
予
算
は
少
な
い
が

、

手
作
り
で
優
れ
た
広
報

誌
を
3
回
以
上
発
行
し

、
頑
張

っ
て
い
る
農
業

委
員
会
も
あ
り

、
で
き

る
だ
け
年
3
回
以
上
の

発
行
が
求
め
ら
れ
る
と

し
て
い
る

。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら

、
農
業
委

員
会
広
報
誌
は
農
業
委

員
会
活
動
の
先
端
を
担

う
地
域
活
性
化
の
情
報

提
供
・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
媒
体

、
地
域
農

業
再
生
の
オ
ピ
ニ
オ
ン

リ
ー
ダ
ー

(

世
論
形
成

者

)

と
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る

。

19
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14
40
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平
成
　
年
度
～
　
年
度
の

3
年
間
は
「
集
中
改
革
期
間

」
と
位
置
付
け
ら
れ
、
担
い

手
に
対
す
る
様
々
な
メ
リ
ッ

ト
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る

認
定
農
業
者
の
支
援
措
置
を

紹
介
す
る
。

　
金
融
関
係
で
は
、
農
業
経

営
基
盤
強
化
資
金

(

ス
ー
パ

ー
L
資
金

)
と
農
業
近
代
化

資
金
が
無
利
子
で
借
り
ら
れ

る
。
　
年
4
月
1
日
～
　
年

3
月
 

日
ま
で
に
融
資
決
定

さ
れ
た
も
の
に
つ

い
て
は
、
農
山
漁

村
振
興
基
金
か
ら

利
子
助
成
が
拡
大

さ
れ
、
県
・
市
町

村
の
助
成
を
プ
ラ

ス
す
る
と
、
実
質

無
利
子
と
な
る
返

済
が
終
わ
る
ま
で

、
利
子
助
成
は
継
続
し
無
利

子
に
な
る
の
で
、
メ
リ
ッ
ト

は
大
き
い
。

　
こ
の
措
置
は
担
い
手
に
も

大
変
好
評
で
、
地
域
に
よ
っ

て
は
県
・
市
町
村
の
利
子
助

成
の
財
源
の
不
足
か
ら
、
融

資
を
今
年
度
に
先
送
り
し
た

と
こ
ろ
も
あ
っ
た
と
い
う
。

近
く
投
資
の
予
定
が
あ
る
認

定
農
業
者
な
ら
ば
、
こ
の
集

中
期
間
内
に
す
る
こ
と
が
賢

明
だ
ろ
う
。

　
融
資
限
度
額
は
、
ス
パ
ー

L
資
金
の
場
合
、
個
人
が
1

億
円
、
法
人
が
3
億
円
。
近

代
化
資
金
は
個
人
が
1
千
8

百
万
円
、
法
人
が
3
千
万

円
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
5

百
万
円
以
下
の
融
資
は
対
象

外
と
な
る
。

　
ま
た
、
経
営
が
良
好
な
認

定
農
業
者
は
、
無
担
保
・
無

保
証
で
融
資
す
る
円
滑
化
融

資
制
度
を
活
用
で
き
る
。
対

象
と
な
る
の
は
農
業
経
営
改

善
計
画
の
目
標
水
準
に
達
し

て
い
る
こ
と
な
ど
。
融
資
限

度
額
は
個
人
が
1
千
万
円
、

法
人
は
売
上
高
に
よ
っ
て
違

い
、
5
千
万
未
満
の
場
合
2

千
万
円
、
5
千
万
円
～
1
億

 
 
 
 

円
の
場
合
3
千
万

 
 
 
 

円
、
1
億
円
以
上

 
 
 
 

の
場
合
は
5
千
万

 
 
 
 

円
、
本
制
度
の
融

　
　
　
　
資
残
高
が
あ
っ
て

　
　
　
　
も
限
度
額
と
融
資

　
　
　
　
残
高
の
差
額
分
を

　
　
　
　
利
用
で
き
、
融
資

　
　
　
　
額
が
5
百
万
円
を

超
え
る
時
は
、
無
利
子
の
対

象
に
も
な
る
。

　
な
お
、
個
人
の
場
合
は
担

い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会

の
経
営
診
断
、
法
人
の
場
合

は
（
社

)

日
本
農
業
法
人
協

会
経
由
に
経
営
診
断
を
受
け

る
こ
と
な
ど
が
要
件
と
な
る

　
こ
の
ほ
か
、
担
い
手
が
緊

急
に
必
要
と
す
る
小
口
の
資

金
を
1
週
間
以
内
に
無
担
保

・
無
保
証
で
融
資
の
可
否
を

判
断
す
る
ク
イ
ッ
ク
融
資
制

度
が
あ
る
。
1
回
当
た
り
の

融
資
額
は
5
百
万
円
以
下
。

　
な
お
無
利
子
融
資
の
対
象

に
は
な
っ
て
い
な
い
。

担い手にさまざまなメリット

ス
ー
パ
ー
L
資
金
な
ど
無
利
子
化

31

22

19

21

19

国
の
支
援
措
置
①

　
リ
ー
ス
に
よ
る
農
業
機
械

や
施
設
導
入
は
、
初
期
投
資

を
低
く
で
き
る
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
、
担
い
手
の

利
用
者
も
多
い
。

　
昨
年
度
人
気
の
高
か
っ
た

「
担
い
手
経
営
展
開
支
援

リ
ー
ス
事
業
」
が
拡
充
さ
れ

機
械
・
施
設
の
リ
ー
ス
料
が

一
部
助
成
さ
れ
る
。

　
こ
の
事
業
の
う
ち
認
定
農

業
者
が
活
用
で
き
る
の
は
2

つ
。
「
認
定
農
業
者
支
援
型

」
は
認
定
農
業
者

が
経
営
改
善
計
画

に
沿
っ
て
機
動
的

な
経
営
改
善
を
図

る
た
め
に
必
要
な

機
械
・
施
設
の
リ

ー
ス
料
を
助
成
す

る
も
の
。
対
象
と

な
る
の
は
軽
ト
ラ

ッ
ク
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
汎

用
性
の
あ
る
も
の
を
除
い
た

機
械
・
施
設
。
リ
ー
ス
料
の

女
性
期
間
は
リ
ー
ス
契
約
と

同
じ
期
間
で
3
年
か
ら
最
高

8
年
ま
で
。
補
助
率
は
リ
ー

ス
料
の
概
ね
　
%
～
　
%
程

度
を
想
定
し
て
い
る
が
、
要

望
が
多
い
場
合
に
は
縮
減
さ

れ
る
見
込
み
。
昨
年
度
は
予

定
の
4
倍
の
申
請
が
あ
り
、

助
成
額
は
通
常
の
4
分
の
1

に
減
額
さ
れ
た
。
希
望
者
は

市
町
村
へ
リ
ー
ス
助
成
を
申

し
込
む
。
そ
の
際
、
地
域
担

い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会

の
審
査
が
必
要
と
な
る
。

　
な
お
、
こ
の
事
業
実
施
主

体
と
な
っ
て
い
る
全
農
へ
の

市
町
村
か
ら
の
提
出
期
限
は

本
年
度
の
場
合
は
7
月
で
終

了
。
「
地
域
貢
献
農
業
者
支

援
特
別
型

(

一
般
型

)

」
は

地
域
内
農
地
の
集
積
を
行
う

認
定
農
業
者
な
ど
の
機
械
・

施
設
の
リ
ー
ス
料
を
助
成
す

る
も
の
。
対
象
と
な
る
認
定

農
業
者
は
、
農
作
業
の
受
委

　
　
　
　
託
拓
な
ど
に
よ
、

　
　
　
　
新
た
に
個
別
経
営

　
　
　
　
で
 

㌶
以
上
、
法

 
 
 
 

人
経
営
で
　
㌶
以

 
 
 
 

上
の
面
的
集
積
を

 
 
 
 

行
う
旨
の
契
約
を

 
 
 
 

市
町
村
と
締
結
す

 
 
 
 

る
こ
と
が
必
要
。

 
 
 
 

補
助
率
は
リ
ー
ス

料
の
国
が
4
分
の
1
、
市
町

村
が
4
分
の
1
相
当
で
、
併

せ
て
2
分
の
1
と
な
り
、

5
0
0
万
円
が
助
成
額
の
上

限
。
リ
ー
ス
料
の
対
象
と
な

る
機
械
・
施
設
、
助
成
期
間

は
認
定
農
業
者
型
と
い
ず
れ

も
同
じ
。
希
望
者
は
市
町
村

へ
地
域
貢
献
計
画
書
を
作
成

し
て
提
出
す
る
。

　
な
お
、
機
械
・
施
設
は
、

両
方
と
も
農
業
経
営
改
善
計

画
書
の
導
入
計
画
に
記
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
。

経営改善に有効利用を

国
の
支
援
措
置
②

機
械
・
施
設
の
リ
ー
ス
料
を
支
援

担
い
手
経
営
展
開
支
援
リ
ー
ス
事
業

20

10

10
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担
い
手
ア
ク
シ
ョ
ン
サ

ポ
ー
ト
事
業
は
、
認
定
農
業

者
に
対
す
る
様
々
な
支
援
措

置
が
詰
ま
っ
て
お
り
、
是
非

活
用
し
た
い
事
業
だ
。

　
メ
ニ
ュ
ー
の
1
つ
に
経
営

相
談
指
導
活
動
が
あ
る
。
一

層
の
経
営
改
善
を
し
よ
う
と

す
る
認
定
農
業
者
に
は
、
税

理
士
な
ど
の
専
門
家
チ
ー
ム

が
経
営
の
相
談
に
乗
っ
て
く

れ
る
。

　
さ
ら
に
、
青
色

申
告
を
実
施
し
て

い
る
認
定
農
業
者

は
、
財
務
諸
表
を

も
と
に
専
門
家
の

経
営
診
断
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る

　
ま
た
自
ら
の
経

営
管
理
能
力
を
向
上
さ
せ
よ

う
と
す
る
認
定
農
業
者
に
幾

つ
も
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
が
準

備
さ
れ
て
い
る
。
民
間
企
業

な
ど
が
主
催
す
る
講
習
会
や

研
修
会
を
受
講
す
る
と
き
、

そ
の
経
費
の
一
部
に
つ
い
て

助
成
を
受
け
ら
れ
る
。
ま
た

経
理
･

税
務
・
技
術
な
ど
の

専
門
的
な
資
格
を
取
得
す
る

場
合
に
も
経
費
が
助
成
さ
れ

る
。
先
進
経
営
体
の
現
地
事

例
を
学
び
た
い
時
、
視
察
に

必
要
な
研
修
費
や
旅
費
の
助

支
援
・
研
修
な
ど
様
々
な
助
成

成
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
海
外

先
進
地
研
修
も
対
象
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
経
営

体
の
多
角
化
を
し
よ
う
と
す

る
と
き
に
は
、
加
工
技
術
の

習
得
費
、
食
品
産
業
関
係
者

と
の
商
談
会
の
開
催
、
新
た

な
販
路
開
拓
の
支
援
を
受
け

ら
れ
る
。

　
ま
た
、
認
定
農
業
者
同
士

が
相
互
研
鑽
を
図
る
た
め
に

必
要
な
経
費
に
つ
い
て
も
助

　
　
　
　
成
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　
　
な
ど
の
組
織
設
立

　
　
　
　
に
か
か
る
経
費
や

　
　
　
　
、
様
々
な
研
修
会

　
　
　
　
の
開
催
な
ど
活
動

　
　
　
　
実
施
に
必
要
な
経

　
　
　
　
費
を
助
成
す
る
。

　
　
　
　
　
こ
の
事
業
は
、

実
施
主
体
が
都
道
府
県
、
市

町
村
に
設
置
さ
れ
て
い
る
担

い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会

　
国
の
定
額
予
算
で
市
町
村

の
負
担
は
な
い
。

　
た
だ
こ
の
事
業
を
実
施
す

る
地
域
担
い
手
協
議
会
は
3

分
の
1
程
度
。

　
認
定
農
業
者
に
メ
リ
ッ
ト

の
大
き
い
事
業
な
の
で
、
事

業
実
施
を
担
い
手
協
議
会
に

働
き
か
け
る
こ
と
が
必
要

だ
。

国
の
支
援
措
置
③

「
担
い
手
ア
ク
シ
ョ
ン
サ
ポ
ー
ト
事
業
」

経営能力向上に有用

　
中
岫
地
区
で
は
こ
れ
ま
で

数
戸
・
十
数
戸
単
位
で
農
業

機
械
の
共
同
利
用
や
客
土
事

業
な
ど
を
積
極
的
に
実
施
し

な
が
ら
経
営
の
安
定
に
努
め

て
き
た
が
、
他
の
地
区
と
同

様
に
農
業
従
事
者
の
高
齢
化

や
農
業
後
継
者
不
足
と
も
相

ま
っ
て
、
農
業
生
産
基
盤
等

の
維
持
管
理
等
に
は
苦
慮
す

る
場
面
も
少
な
か
ら
ず
生
じ

て
き
て
い
た
。

　
こ
の
た
め
　
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
農
地
・
水
・
環
境
保

全
向
上
対
策
事
業
を
契
機
に

集落農業の持続的発展に向けて
中
岫
エ
コ
ロ
ジ
ー

　
　
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

19

隣
接
の
花
松
集
落
を
含
む

戸

(

非
農
家
も
含
む

)

に
よ

り
組
織
さ
れ
た
も
の
で
、
昨

年
度
か
ら
用
排
水
路
の
除
草

作
業
、
泥
上
げ
等
、
農
村
環

境
啓
発
看
板
な
ど
も
設
置

し
、
農
村
環
境
対
策
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
。
本
年
度
か

ら
は
環
境
に
や
さ
し
い
営
農

活
動
へ
の
支
援
活
動
に
も
取

り
組
み
、
有
機
減
農
薬
米
の

作
付
け
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。
　
本
年
度
は
地
区
内
農

道
の
補
修
を
行
う
こ
と
と
し

た
も
の
で
、
当
日
は
会
員
7

名
と
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
3
台

、
ロ
ー
ダ
ー
2
台
に
よ
り
地

区
内

(

受
益
面
積
6
0
㌶

)

1
,
7
0
0
m
に
1
6
0
立

米
の
敷
き
砂
利
を
行
い
、
出

来
秋
へ
の
備
え
を
行
っ
た
。 64
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小雨の降る中の砂利運搬

トラクターで砂利の均平作業



　
農
業
委
員
会
は
、
地
域
の

農
業
・
農
村
の
発
展
の
た

め
、
「
優
良
農
地
の
確
保
・

有
効
利
用
」
「
担
い
手
の
確

保
・
育
成
」
な
ど
、
農
地
制

度
の
適
正
執
行
と
、
地
域
農

業
の
振
興
に
向
け
た
構
造
改

革
の
推
進
を
行
政
委
員
会
と

し
て
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　
農
地
の
権
利
移
動
の
許
認

可
を
は
じ
め
遊
休
農
地
の
解

消
、
農
地
基
本
台
帳
に
よ
る

情
報
の
一
元
化
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
認
定
農
業
者
な
ど
へ

の
農
地
の
利
用
集
積
、
経
営

改
善
の
支
援
、
認
定
農
業
者

の
掘
り
起
し
や
集
落
営
農
作

り
の
支
援
な
ど
、
担
い
手
の

確
保
・
育
成
に
努
め
て
い
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
農
業
者
の
意
見

を
積
み
上
げ
た
意
見
の
公
表

や
、
行
政
へ
の
建
議
、
諮
問

へ
の
答
申
な
ど
に
よ
っ
て
、

市
町
村
、
都
道
府
県
、
国
の

政
策
に
地
域
の
農
業
者
の
声

を
反
映
さ
せ
る
と
い
う
農
業

者
の
公
的
な
代
表
機
関
と
し

て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
農
業
振
興
の

た
め
の
調
査
や
情
報
提
供
活

動
を
行
う
ほ
か
、
農
業
者
の

老
後
の
生
活
安
定
に
欠
か
せ

な
い
農
業
者
年
金
制
度
の
普

及
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
農
業
委
員

は
、
地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー

役
、
世
話
役
と
し
て
重
要
な

役
割
を
担
い
、
様
々
な
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
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編
集
委
員
会
は
8
月
か

ら
新
た
な
メ
ン
バ
ー
で
発

足
い
た
し
ま
し
た
。

　
読
み
や
す
い
紙
面
づ
く

り
を
心
が
け
、
農
業
情
報

を
提
供
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
農
家
の
皆
さ
ん
を
始

め
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
本

誌
に
対
す
る
ご
意
見
、
ご

要
望
等
を
農
業
委
員
会
事

務
局
ま
で
お
届
け
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

編
集
委
員
長
　
天
間
正
大

編
集
副
委
員
長
高
田
武
志

編
集
委
員
　
　
町
屋
清
志

　
〃
　
　
　
　
天
間
六
朗

　
〃
　
　
　
佐
藤
午
之
助

 
全
国
農
業
新
聞
は
、
農

業
者
の
立
場
に
立
っ
て
発

行
し
て
い
る
農
業
の
専
門

紙
で
す
。
農
政
の
動
き
を

分
か
り
や
す
く
捕
ら
え
、

県
内
の
身
近
な
話
題
や
地

域
に
密
着
し
た
記
事
も
豊

富
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
是
非
ご

購
読
し
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
。

●
発
行
毎
週
金
曜
日

●
年
間
購
読
料

　
送
料
含
む
7
2
0
0
円

●
購
読
申
し
込
み

　
七
戸
町
農
業
委
員
会

 
℡
6
8
|
2
9
6
7

編
集
後
記

全
国
農
業
新
聞

み
ん
な
で
読
も
う

　
「
耕
作
を
目
的
と
す
る

者
」
以
外
に
は
認
め
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。
「
農
地
は
荒
ら

さ
ず
耕
作
す
る
者
」
が
農
地

を
持
つ
者
の
努
め
だ
と
も
言

え
ま
す
。
き
ち
ん
と
耕
作
さ

れ
て
こ
そ
農
地
と
し
て
の
役

割
を
果
た
せ
る
の
で
す
。
耕

作
放
棄
の
ま
ま
放
っ
て
置
く

と
、
そ
の
機
能
を
損
な
う
ば

か
り
で
な
く
、
様
々
な
問
題

を
生
じ
か
ね
ま
せ
ん
。

農
地
の
遊
休
・

　
荒
廃
化
は
こ
こ
が
問
題

1
迷
惑
田
ん
ぼ

 
 
 

嫌
わ
れ
畑
の
発
生

 
水
田
や
畑
を
一
年
以
上

放
っ
て
置
く
と
雑
草
が
生
い

茂
り
病
害
虫
の
発
生
の
巣
窟

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
何
ら
か
の
事
情
で
自
分
で

耕
作
で
き
な
く
な
っ
た
ら
、

耕
作
で
き
る
人
に
使
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

2
景
観
を
損
な
い
、

 
 
 
 
 

反
感
や
対
立
も

　
住
宅
周
辺
や
道
路
沿
い
の

草
ぼ
う
ぼ
う
の
農
地
、
ま
た

水
田
地
帯
な
ど
に
点
在
す
る

耕
作
放
棄
地
は
目
立
つ
し
大

変
見
苦
し
い
も
の
で
す
。

「
あ
の
農
家
は
や
る
気
が
あ

る
の
か
し
ら
」
こ
う
し
た
住

民
の
批
判
に
「
自
分
の
土
地

だ
か
ら
勝
手
で
し
ょ
」
は
、

ま
す
ま
す
反
感
を
か
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

「
農
地
は
荒
ら
さ
ず
耕
す
も

の
」
の
実
践
こ
そ
が
、
農
地

の
遊
休
・
荒
廃
化
防
止
策
、

ひ
い
て
は
有
効
利
用
対
策
の

第
一
歩
と
言
え
ま
す
。

耕
作
で
き
な
く
な
っ
た
と
き

は
、
お
近
く
の
農
業
委
員
又

は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
こ
こ
数
年
来
、
農
作
業
従

事
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
に
よ
り
、
農
作
物
の
肥
培

管
理
等
適
切
に
行
わ
れ
て
い

な
い
圃
場
が
散
見
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
適
切
に
管
理
さ
れ
な
い
と

農
作
物
に
は
病
害
虫
が
発
生

し
、
収
穫
量
の
減
収
に
つ
な

が
る
ば
か
り
で
な
く
、
隣
接

の
圃
場
へ
病
害
虫
の
飛
散
等

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
農
業
経
営

(

耕
作

)

を
行

う
場
合
は
、
適
期
に
病
害
虫

防
除
・
除
草
等
を
心
が
け
、

隣
接
圃
場
等
、
他
の
農
家
の

迷
惑
と
な
ら
な
い
よ
う
農
作

物
の
管
理
に
務
め
ま
し
ょ

う
。

毎
月
5
日
は

各
種
申
請
書

の
締
切
日
で

す
。
申
請
書

が
提
出
さ
れ

ま
す
と
、
そ

の
後
現
地
確

認
等
が
あ
り

ま
す
の
で
締

切
日
を
守
り

ま
し
ょ
う
。
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ご
存
知

　
で
す
か
。




